
2012年10月5日［金］19:30開演、6日［土］16:00開演、7日［日］17:00開演
※10月7日は終演後にアーティストトークあり。 ※展示は毎日開演時まで公開。展示のみの観覧は無料

［会場］BankART Studio NYK 1F　［料金］前売¥2,500、当日¥3,000

Akemi Takeya｜Little Stories about S.O.S
Dates & Time : Fri. 5 Oct. 19:30   Sat. 6 Oct. 16:00   Sun. 7 Oct.17:00
Venue : BankART Studio NYK 1F  *Post performance talk on 7 Oct.

Admission  :  Advance purchase  2,500yen  On-the-day 3,000yen

タケヤアケミ｜SOSに関する小作品集 [Solo Version]

Kazuo Ohno Festival 2012

Little Stories about S.O.S.: Survival Of Solo : 

Speech On Secrecy | Stagnation Of System | 

Show Our Sacredness | Scan Our Shape | 

Statement On Substance | Surprise Or Shock 

| Scandal On Sight | Spirit Of Samurai | Song 

Of Soul | Script Of Steps | Site Or Sight | Shad-

ow Of Smile | Sound Of Sight | Strangeness Of 

Someone | Sensation Of Sense | State Of Soli-

tude | Strip Our Self | Scoop On Somebody | 

Seek Other Space | Surreal On Stage | Sad-

ness Of Separation  | Shot Of Spirit | Structure 

Of Skeleton | Smash Our Sadness | Sign Of 

Superiority | Suspension Of Sex | Source Of 

Strength  | Statue Of Security | Sympathy Of 

Support  | Spark Of Spontaneity | Styles Of 

Spectacle  | Suggest Our Stories

In a symbolic order, the piece is featured as a medley of interpre-
tations of the 31 original combinations of SOS, with using graph-
ic animations. It suggests “emergency” in an ironical manner, 
transforming it into creative processes in order to (re) form and 
articulate the body of representation. 

「SOS」という単語の意味と綴りから導き出される言葉と身体イメージによっ
て、31個の「SOS」という限界状況を物語ることを試みた作品です。ソロ公
演の他に創作プロセスのドキュメンタリービデオ作品を展示します。

［主催］ 大野一雄舞踏研究所、BankART1929　
［共催］ 横浜アーツフェスティバル実行委員会
［助成］ 平成24年度文化芸術振興費補助金（トップレベルの舞台芸術創造事業）
 オーストリア教育・芸術・文化庁　　　、ウイーン市文化局
 オーストリア文化フォーラム東京
［企画協力］NPO舞踏創造資源、Asia Tri、イメカ
［協力］ Tanztheater Wuppertal Pina Bausch、慶應義塾大学アート・センター、
 PARC国際舞台芸術交流センター、 Impuls Tanz、 JCDN
［後援］ ケベック州政府在日事務所

Dance Dance Dance @ YOKOHAMA 2012　参加イベント

［作・構成・演出・振付・出演］タケヤアケミ　［映像デザイン＆ディレクション］泉山朗土　
［映像デザイン&サウンド］トーマス・ワーゲンソンマラー　
［製作サポート］ダンス＆メディアジャパン　［ 制作］イメカ

©Christian Messner



ウイーンを拠点に活動。常に先駆的なアートシーンに話題を提供してきたダン
ス・パフォーミングアーティスト

「SOSに関する小作品集：ソロ・ヴァージョン」は2011年に初演した同タイトルの
「グループヴァージョン」の直後に起こってしまった東日本大震災によって、そ
の内容が若干変容せざるを得ませんでした。なぜなら、モールス遭難信号の
「SOS」と関連する新しい意味を持つ31個のセンテンスを造ることで、他者と
の脆弱な関係性を模索していた地震前の「SOS」と、連携・関係を必要とする
遭難信号としての地震後の「SOS」は全く異質なものになったからです。それ
は人として、そしてパフォーマーとしての私自身の在り方を見直す契機になった
のです。私は”我々”という主語で語っていくための通り道として 、”自己” を新
たに検閲し語り始めたいと思いました。今回の公演を、私が今まで実践してき
た身体表現とその検証による研究実績の総体を形作るものにしたいと考えて
います。そのためにドキュメンタリービデオによるインスタレーションとソロダン
ス・パフォーマンスという二つの形態によって身体の解釈を提示します。

＜SOS   Video Installation＞
ライブパフォーマンス作品を見たいという恣意を持つ観客から離れ、偶然に公
共の場に居合わせる他者の前でパフォーマンス＝リアルタイムで行為するとい
う必要性を私は感じました。スタジオでの稽古によって操作され創られてしまう
身体に根ざしていないメソッドや表現、時間が制約される舞台作品ではどうし
ても伝えることのできない表現、そして　”そのものになる過程”　の映像記録
です。作品としての評価を判断される領域ではない場所での行為の中で 
「SOS」 を発信するというテーマを自問自答しつつ核に近づきたいのです。一
個人の 「SOS」 が他者の中で何を意味しているのか、何が伝えられるのかを
知ることを自分に課しました。

＜SOS  Live Performance＞
ソロ・ヴァージョンとしての 「SOS」はグループヴァージョンと同様、人間の反
応と行動の必然原理の探索、生命保持の為の瞬時の反応や感情の描写、
限界状態での判断基準と得られる対処、本能的に持ち得る察知能力、諦念
のなかでも想起してしまうユーモア等を構成要素とします。それらの要素は現
代社会が持つ刹那的に流れ去ってしまう時間感覚の加速化、情報伝播の制
度化とその構造の退廃を考慮しつつ、象徴的に折り込んで記号還元します。
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タケヤアケミ｜パフォーミング・アーティスト（振付／ダンス／パフォーマンス）。青森県弘前市
生まれ。1991年よりウイーン在住。1999年のダンスソロ作品でオーストリアダンス・プロダク
ション・アワード獲得。ソロ活動以外に、グラニュラー・シンセサイズ（映像音響プロジェクト“モ
デル５"）や，音楽家のトム・コラ、クリスチャン・フェネス、レッフェンセントルム、古館徹夫等，　
他ジャンルのア－ティストとのコラボレーション多数。インプルス国際ダンス祭にて数々の作品
を初演してきた。2009年、JCDN主催「踊りに行くぜ！Vol.10」にてソロ作品「FEELER (触
覚）」を公演して以来、日本での作品創作・発表を毎年行う。www.akemitakeya.com

泉山朗土｜映像作家。1974年東京生まれ。武蔵野美術大学卒後、現代美術作家、柳幸典に師
事。2004年映像制作を主体としたrecomemo workshop & studio 設立/代表。日比野克彦、
藤浩志、中ハシ克シゲ、小沢剛などの制作ドキュメントのほか環境設計プロジェクトの記録や
企業・建築のプロモーション制作などを行う。Susan Norrieの全撮影を手掛けた"SHOT" 
Edinburgh International Festival 2009/ "TRANSIT 2011" YOKOHAMA TRIENNALE 2011
に出展。http://workshopstudio.net/

＊ 「SOSに関する小作品集：パート1｜グループヴァージョン」は、NPO法人ジャパン・コンテン
ポラリーダンス・ネットワーク(JCDN)主催の2010年度「踊りに行くぜ！！」II（セカンド) vol.1 の
委嘱作品として、2011年2月に福岡で18日間のレジデンスで創作・初演される。出演者は地元
で募集し選出した男性3名、ウイーンを拠点に活動している日本人女性ダンサー、そしてタケ
ヤの計5名。http://odori2.jcdn.org/

【BankART Studio NYK】 横浜市中区海岸通3-9  TEL 045-663-2812
みなとみらい線馬車道駅下車6番出口［赤れんが倉庫口］より徒歩4分

■ チケット　前売2,500円　当日3,000円
チケット割引 学生、シニア(60歳以上) 500円引き。当日学生証等を提示して下さい。
　
■ 予約・お問い合わせ  BankART1929  
ohnofes@bankart1929.com　TEL 045-663-2812　FAX 045-663-2813
予約はメールにて［1］公演名［2］ご来場日［3］氏名［4］連絡先［5］チケット枚数、を明記の上
お申し込み下さい。お電話、FAXでのご予約も受け付けています。
BankART1929 　http://www.bankart1929.com/  
大野一雄舞踏研究所　http://www.kazuoohnodancestudio.com/

2012年10月5日［金］19:30開演、6日［土］16:00開演、7日［日］17:00開演
*10月7日は終演後にアーティストトークあり。
［会場］BankART Studio NYK 1F　［料金］前売¥2,500、当日¥3,000
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［製作サポート］ダンス＆メディアジャパン　［ 制作］イメカ
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